
令和元年 12月定例会補正予算の概要について 

令和元年12月 19日 

大山町財務課作成 

一般会計補正予算（第６号）について 

今回補正額  781 万 8千円 

財源内訳 

       国・県支出金                 79万円 

一般財源                              702万 8千円 

補正後の額 105億 7,936 万 6千円  

【参考】昨年度12月末現在予算額  121億 5,988万 5千円 

（前年度比 15億 8,051万 9千円の減） 

主な歳出補正 

【追加事業】 

●給与条例改正に伴う人件費補正等 605 万円（一般財源 605万円）

   ・議員・特別職  34万 4千円 

   ・一般職     570万 6千円 

●いきいき倶楽部運営事業 69万 2千円（福祉介護課）（一般財源69万 2千円）

    いきいき倶楽部（福祉センターなかやま）の吸収式冷温水発生機が不具合を生じたため

修繕する。 

●農村地域防災減災事業 60万円（農林水産課）（県補助金60万円）

   ため池ハザードマップ作成箇所数を２か所から３か所に変更し、事業進捗を図る。 

●漁業研修事業 20万円（農林水産課）（県補助金19万円、一般財源1万円）

   漁業研修事業を１月から雇用型から独立型に変更することに伴い、指導経費と研修手当

に係る経費への補助金を増額する。 


